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我
が
町
は
我
々
が
守
る
！

消
防
団
員
募
集
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Pickup 森 の 国

来て！見て！心で感じて！

森の国人権の集い
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Pickup 森 の 国

　

１
月
₃₁
日
㈯
、
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
偏
見
を
解
消
し
、

豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
「
森
の
国
人
権
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、保
育
園
児
の
ぬ
り
絵
や
児
童
生
徒
の
人
権
標
語
、ポ
ス
タ
ー

な
ど
が
展
示
さ
れ
、
松
野
町
隣
保
館
や
森
の
国
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
活

動
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
に
よ
る
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
も

設
置
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
松
野
中
学
校
生
徒
会
が
「
全
国
い
じ
め
問
題
子
ど
も
サ

ミ
ッ
ト
参
加
報
告
」
と
題
し
、「
日
々
の
学
習
の
中
で
、
人
権
問
題
に
対

し
自
ら
が
課
題
を
見
つ
け
、
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
」、「
仲
間
づ
く
り

を
大
切
に
し
、
問
題
解
決
に
一
致
団
結
し
て
取
り
組
む
」、「
Ｃ
Ｍ
制
作
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て
、
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
に
対
し
生
徒
自
ら

が
積
極
的
に
取
り
組
む
」
な
ど
、い
じ
め
根
絶
に
向
け
行
っ
て
い
る
、日
々

の
取
組
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
全
国
で
活
躍
中
の
友
近
８
９
０
（
や
っ
く
ん
）
氏
を
講

師
に
迎
え
「
じ
ん
け
ん
あ
っ
た
か
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
歌
い
な
が
ら
書
を
彩
る
日
本
唯
一
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
₂₈
歳

か
ら
音
楽
活
動
を
開
始
。
歌
い
な
が
ら
書
道
を
す
る「
彩
り
書
道
ソ
ン
グ
」

や
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
Ｏ
Ｌ
に
向
け
て
元
気
を
届
け
る
「
朝
う
た
路
上
ラ

イ
ブ
」、
全
国
各
地
の
福
祉
施
設
に
出
向
い
て
ラ
イ
ブ
を
す
る
「
笑
顔
届

け
る
施
設
ラ
イ
ブ
」
な
ど
、
斬
新
な
活
動
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
に
母
親
を
亡
く
し
、
社
会
人
に
な
っ
た
後
も
仕
事
や
恋
愛
、

人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、人
生
に
思
い
悩
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
音
楽
に
出
会
い
、「
誰
か
の
た
め
に
歌
い
、元
気
を
あ
げ
た
い
」

と
、
一
念
発
起
し
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
道
へ
進
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
「
絆
を
大
切
に
し
た
い
」
と
い
う
氏
の
音
楽
は
、
会
場
を
一
つ
に
す
る

と
と
も
に
参
加
者
た
ち
に
笑
顔
を
届
け
ま
し
た
。
終
了
後
は
サ
イ
ン
会
な

ど
も
行
わ
れ
、
充
実
し
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
組
別
人
権
学
習
会
を
始
め
、
人
権
に
関
す
る
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①会場のパネル展示の様子　②③歌と書道によるパフォーマ
ンス　④松野中学校生徒会による活動報告　⑤じゃんけん大
会で会場が一つに　⑥「道」が「夢」に変わりました

１

５

２３

４

６
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森 の国だ より

森
の
国
　
走
っ
て
む
す
ぼ
う
　
心
の
タ
ス
キ

町
内
駅
伝
大
会
開
催

１
₁₈

　

１
月
₁₈
日
㈰
、「
森
の
国　

走
っ
て
む
す
ぼ
う　

心
の
タ
ス
キ
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
松
野
町
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
₄₇
回
目
を
む
か
え
る
こ
の
大
会
は
、
駅
伝
を
と
お
し
て
町
民
の

心
の
結
束
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
松
野
町
と
町
教
育
委
員
会
が
共

同
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
も
各
分
館
か
ら
８
チ
ー
ム
₉₆
名
が

参
加
し
、
互
い
の
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
目
黒
郵
便
局
前
を
起
点
と
し
て
、
国
道
３
８
１
号
線
か
ら

奥
野
川
下
組
を
経
由
し
、
終
点
松
野
町
役
場
ま
で
の
₁₂
区
間
、
約
₂₆
・
５

㎞
で
、
区
間
ご
と
に
年
齢
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
分
館
対

抗
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
地
元
の
選
手
を
応
援
し
よ
う
と
沿
道
の
声
援
に

も
力
が
入
り
ま
す
。

　

競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
。
終
始
安
定
し
た
走
り
を
し
た
延
野
々
分
館

が
見
事
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

▶
優
勝
し
た
延
野
々
分
館
の
選
手
た
ち

区間賞
　１区　中山　裕充（延野々）９：₃₆　　　　２区　友　颯太郎（延野々）８：₅₇　【☆区間新】
　３区　山下　諒馬（延野々）８：₄₃　　　　４区　長利　俊希（吉　野）₁₀：₀₃
　５区　松本　康希（豊岡後）₁₁：₄₅　　　　６区　赤松　舞音（吉　野）４：₀₇
　７区　酒井　綾乃（吉　野）９：₂₈　　　　８区　山田　ロバートラッセル（豊岡後）₁₂：₅₈
　９区　小西　　亨（松　丸）４：₄₉　　　　₁₀区　光盛　綾華（延野々）６：₂₅
　₁₁区　竹田　有吾（吉　野）６：₁₆　　　　₁₂区　藤城　尊文（吉　野）３：₃₄

順　位 チーム名 タイム
１　位 延野々 １：₄₁：₅₁
２　位 吉野 １：₄₂：₄₁
３　位 豊岡後 １：₄₅：₁₂
４　位 松丸 １：₄₆：₃₀
５　位 富岡・上家地 １：₄₇：₄₂
６　位 豊岡前 １：₅₅：₃₆
７　位 蕨生・奥野川 １：₅₅：₅₃
８　位 目黒 １：₅₈：₁₇
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森 の国だ より

加
工
桃
の
安
定
供
給
に
向
け
て

吉
兆
桃
園
開
設
記
念
植
樹
式

２
１

　

２
月
１
日
㈰
、
町
内
豊
岡
前
地
区
と
富
岡
地
区
の
２
カ
所
に
加
工
桃
モ
デ
ル
園
地

が
開
設
さ
れ
、
記
念
の
植
樹
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
園
地
は
、
岡
山
県
に
本
社
を
置
く
高
級
和
菓
子
メ
ー
カ
ー
「
源
吉
兆
庵
」
が

宇
和
島
圏
域
内
に
新
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
伴
い
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、
同
社
の

社
名
に
ち
な
ん
で
「
吉
兆
桃
園
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
一
昨
年
３
月
に
松
野
町
を
含
む
宇
和
島
圏
域
３
市
町
や
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南

と
農
産
物
の
安
定
供
給
に
向
け
た
連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
農
産
物
の
生
産
拡
大

や
、
地
域
農
業
の
振
興
に
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
源
吉
兆
庵
、
愛
媛
県
、
宇
和
島
市
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
な
ど
町
内
か
ら
関

係
者
約
₅₀
名
が
出
席
し
、阪
本
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、源
吉
兆
庵
の
岡
田
社
長
ら
が
、

ス
コ
ッ
プ
を
手
に
桃
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
を
再
生
し
た
吉
兆
桃
園
に
は
、
約
２
０
０
本
の
清
水
白
桃
が
植
栽
さ

れ
、
松
野
町
農
林
公
社
が
５
年
間
借
り
受
け
て
管
理
し
た
後
、
後
継
者
と
な
る
担
い

手
に
利
用
権
を
引
き
継
ぐ
予
定
で
す
。

災
害
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て

平
成
27
年
松
野
町
消
防
出
初
式

２
８

　

２
月
８
日
㈰
、
森
の
国
ド
ー
ム
を
主
会
場
に
毎
年
恒
例
の
松
野
町
消
防
出
初
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
の
召
集
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、
岡
本
団
長
以
下
１
３
３
人
の
団
員
が
出

動
し
、
町
内
外
か
ら
の
来
賓
約
₉₀
名
が
見
守
る
中
、
人
員
・
姿
勢
・
服
装
点
検
や
機

械
器
具
点
検
な
ど
、
機
敏
な
動
作
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
に
対
し
て
、
県
知
事
表
彰
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、
阪
本
町
長
の
訓
辞
・
講
評
、
来
賓
祝
辞
の
後
、
受

章
者
を
代
表
し
て
第
２
分
団
岡
本
圭
一
部
長
が
「
今
後
も
一
層
の
訓
練
に
励
み
、
消

防
使
命
達
成
に
最
善
を
尽
く
し
ま
す
」
と
力
強
く
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
全
国
で
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
て
お
り
、
近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
な
ど
の
大
規
模
な
震
災
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岡
本
団
長
は
「
人
口
の
減
少
や
団
員
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
消
防

団
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

記念植樹を行う阪本町長（写真左）と岡田社長（写真中央）

出初式表彰者
　愛媛県知事表彰　功労章
　　第２分団第３部　岡本　圭一　部長
　愛媛県消防協会長表彰
　功績章
　　第２分団　　　　加賀田幸二　副分団長
　勤続章
　　第１分団第３部　信崎　恵一　団員
　　第２分団第１部　金谷　正秀　団員
　　第３分団第１部　宇治　清秀　団員
　　第１分団第１部　小野　勝之　団員
　　第１分団第２部　森田　知之　団員
　　第３分団第２部　金谷　政俊　団員
　規律章
　　第１分団　　　　山田　修三　副分団長
　夫婦消防団員
　　第２分団第３部　板尾　浩明　団員
　　本部　　　　　　板尾　優子　班長
　宇和島地区消防団連合会長表彰
　　第３分団第１部　松本　　優　団員
　　第１分団第１部　正木　一成　団員
　　第１分団第２部　松田　　司　団員
　　第１分団第３部　山田　直樹　団員
　　第２分団第１部　毛利　憲幸　団員
　松野町長表彰
　　第２分団第２部　松本　浩樹　団員
　　本部　　　　　　平野　貴美　団員
　　第１分団第１部　倉田　啓行　団員
　　第１分団第２部　金澤　秋徳　団員
　　第３分団第１部　柴　　佳宏　団員
　　第３分団第２部　市川　　昇　団員
　　第３分団第２部　金谷　育郎　団員
　　第３分団第２部　榎谷　亮彦　団員
　消防委員会表彰（優良団体）
　　第３分団第１部
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の掲示板ま ち

　

２
月
９
日
、
平
成
₂₆
年
度
の
史
跡
河
後
森
城
跡
調
査
・

整
備
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
史
跡
河
後
森
城
跡
の
保
存
整
備
を
図

る
た
め
、
考
古
学
、
建
築
学
、
文
献
史
学
、
史
跡
整
備
等

の
専
門
家
を
委
員
に
迎
え
、
河
後
森
城
跡
の
よ
り
良
い
整

備
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
今
年
度
と
来
年
度
の
河
後
森
城
跡
に
お
け
る

環
境
整
備
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
議
内
容
を
ふ
ま
え
、
河
後
森
城
跡
が
住
民
の

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
く
憩
い
の
場
と
な
る
よ

う
な
整
備
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

森
の
国
歴
史
発
見
！
文
化
財
通
信

ま
ち
の
投
句
箱

風
呂
敷
の
結
び
目
し
か
っ
と
寒
の
入 

伊
藤　

富
子

葛
湯
吹
く
小
さ
き
幸
せ
老
夫
婦 

岡
本　

京
子

育
つ
子
へ
終
な
る
今
日
の
お
年
玉 

金
谷　

重
子

賑
や
か
に
グ
ラ
ス
触
合
う
新
年
会 

金
谷　

惠
子

住
み
古
り
し
戸
の
開あ

け
閉た

て
や
寒
の
入 

金
谷　

文
惠

し
た
た
か
に
生
き
る
漁
師
の
冬
帽
子 

駒
山　

忠
夫

拍
子
木
の
静し

じ
ま寂
を
破
る
寒
の
入
り 

谷　

き
よ
し

初
夢
や
江
の
島
抱
く
富
士
の
山 

布　
　

久
光

庭
先
の
日
差
い
よ
い
よ
寒
の
入 

布　
　

康
江

子
の
部
屋
に
連
夜
の
明
り
寒
に
入
る 

ひ
の
た
い
ら

窓
越
し
に
小
鳥
眺
む
る
寒
の
入
り 

古
谷　
　

香

厄
落
す
斉
燈
護
摩
の
火
の
柱 

山
下
ス
ミ
子

老
眼
鏡
は
ず
さ
ぬ
ま
ま
の
日
向
ぼ
こ 

赤
松　

午
子

片
言
の
お
礼
笑
顔
で
お
年
玉 

稲
谷
キ
ミ
子

高
々
と
青
竹
爆は

ぜ
る
ど
ん
ど
か
な 

上
田
美
智
子

ど
こ
ま
で
も
続
く
枯
草
川
添
ひ
に 

岡
本　

三
葉

病
み
て
知
る
友
の
情
よ
冬
の
夜 

竹
内
サ
ダ
子

葛
句
会
　
一
月
例
会
句
会
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会
　
一
月
例
会
句
会
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

史
跡
河
後
森
城
跡
調
査・整
備
検
討
委
員
会
を
開
催

▶
整
備
検
討
委
員
会
の
様
子

　

愛
媛
県
で
は
平
成
₂₅
年
度
に
実
施
し
た
集
落
実
態
調
査

の
結
果
に
基
づ
き
、
複
数
集
落
間
で
連
携
を
図
り
、
地
域

課
題
を
解
決
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
県
内
２
ヶ
所
（
松
野
町

蕨
生
・
奥
野
川
地
区
、
久
万
高
原
町
二
名
地
区
）
で
行
い

ま
し
た
。

　

９
月
１
日
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
の
協
議
を
計

７
回
行
い
、
地
域
の
情
報
収
集
や
地
域
の
現
状
と
課
題
の

把
握
、
集
落
機
能
強
化
計
画
の
策
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
を
整
理
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
具
体
的

内
容
ま
で
話
し
合
い
を
行
う
こ
と
で
、
互
助
・
共
助
・
公

助
に
よ
る
取
組
方
針
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
計
画
を
実
践
す
る
た
め
に
地
域
で
更
な

る
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

松
野
町
蕨
生・奥
野
川
地
区
地
域
活
動
組
織
サ
ポ
ー
ト
事
業
報
告

蕨
生
・
奥
野
川
地
区
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
地

域
資
源
や
伝
統
食
品
の
継

承
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に

意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

話
し
合
い
の
結
果
、
棚
田

な
ど
の
景
観
を
活
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
雷
漬

な
ど
の
伝
承
、
地
域
防
災

な
ど
の
取
組
方
針
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

◀
現
地
協
議
の
様
子
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お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

豊
　
岡
　
平
野
　
　
明
　
　
63
歳

豊
　
岡
　
山
木
　
頼
一
　
　
82
歳

豊
　
岡
　
山
田
　
一
豊
　
　
65
歳

目
　
黒
　
前
田
　
眞
男
　
　
91
歳

松
　
丸
　
中
平
シ
ズ
子
　
　
90
歳

吉
　
野
　
川
本
カ
ホ
ル
　
　
91
歳

吉
　
野
　
浅
野
　
雪
子
　
　
96
歳

豊
　
岡
　
金
谷
　
清
子
　
　
99
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
広
報
送
付
お
礼

金
一
封
　
谷
脇
ス
エ
コ
　
宇
和
島
市

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

井
上
喜
代
子
　
　
松
野
町

長
利
　
憲
一
　
　
松
野
町

山
本
　
忠
勝
　
　
松
野
町

前
田
　
　
積
　
　
松
山
市

松
本
　
千
枝
　
　
松
野
町

平
野
　
貴
美
　
　
松
野
町

浅
野
　
眞
治
　
　
松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世帯数　₂，₀₄₇世帯（－₂₀世帯）

総人口　₄,₂₅₈人 （－₂₈人）
男₂,₀₀₅人　女₂,₂₅₃人

（１月中の異動）
　　○出　生　２人　○死　亡　₁₀人
　　○転　入　₁₀人　○転　出　₃₀人

平成27年１月31日現在
※外国人を含みます。

　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
　
一
月
投
句
分

佳
作

《
不
器
男
記
念
館
》

　

も
の
忘
れ
日
々
に
多
し
や
冬
籠

 

鬼
北
町　

松
田
ツ
ル
子

　

靴
音
の
舗
道
に
ひ
び
く
寒
さ
か
な

 

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

《
虹
の
森
公
園
》

　

勝
栗
を
手
に
遊
ば
せ
て
受
験
の
子

 

八
幡
浜
市　

節　
　
　

女

　

日
だ
ま
り
に
童
歌
な
ど
今
昔

 

新
居
浜
市　

河
野　

初
美

　

野
の
草
を
束
ね
し
中
の
鳥
瓜

 

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

　

マ
フ
ラ
ー
を
小
粋
に
巻
き
て
老
の
伊
達

 

八
幡
浜
市　

一　
　
　

夘

　

雨
や
が
て
雪
と
な
り
た
る
峠
道

 

鬼
北
町　

松
田
ツ
ル
子

　

薪
風
呂
の
小
春
日
和
と
な
り
に
け
り

 

松
野
町　

駒
山　

忠
夫

《
目
黒
ふ
る
さ
と
館
》

　

初
日
記
雪
降
り
し
こ
と
書
き
は
じ
む

 

松
野
町　

田
中
志
津
代

　

元
旦
や
水
面
の
雪
の
碧
さ
か
な

 

松
野
町　

田
中
志
津
代

町 の 人 口

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

松
　
丸
　
新
改
　
和
也
　
　
凜り
ん

　
　
　
女

　
　
　
　
　
　
真
由
美

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

２
月
３
日
に
松
丸
保
育
園
と
吉
野
生
保
育
園
で
、
園
児
た

ち
に
よ
る
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
園
の
豆
ま
き
に
使
わ
れ
る
煎
り
大
豆
は
、
毎
年
鬼
北
町

小
松
の
松
浦
芳
三
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

園
児
た
ち
は
寒
空
の
中
、「
鬼
は
外
〜
、
福
は
内
〜
！
」
と

元
気
い
っ
ぱ
い
に
豆
ま
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

写
真
は
吉
野
生
保
育
園
の
様
子
で
す
。

町
内
の
保
育
園
で
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

金
谷
壽
雄
さ
ん
（
吉
野
）
か
ら
町
に
対
し
杖
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
杖
は
役
場
本
庁

舎
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
万
年
荘
に
設
置
さ
れ
、
有
効

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
3
月
₁₀
日
㈫　

₁₀
時
〜
₁₂
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
行
政
相
談
員
（
有
馬
節
男
）

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
3
月
₁₀
日
㈫　

₁₀
時
〜
₁₂
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
3
月
₁₀
日
㈫　

₁₀
時
〜
₁₂
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相　
談　
員
】
人
権
擁
護
委
員

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
借
り
受
け
る
た
め
に
は
、
農
業
委

員
会
等
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
事
者
同
士
だ
け
で
農
地
を
貸
借
す
る
こ
と
は
、
違
法

行
為
で
あ
る
た
め
権
利
が
保
護
さ
れ
ず
、
経
営
所
得
安
定

対
策
等
の
補
助
事
業
を
申
請
す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
は
、
問
題
が
生
じ
て
も
農
業
委
員
会
が
仲
介
す
る
事

も
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
と
し
て
も
町
内
の
正
確
な
営
農
状

況
等
を
把
握
で
き
な
く
な
る
た
め
、
適
切
な
指
導
や
相
談

に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
地

の
貸
借
を
す
る
場
合
は
、
必
ず
農
業
委
員
会
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

農
地
の
貸
借
等
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

農
地
を
貸
借
す
る
場
合
は
農
業
委
員
会
に
申
請
し
ま
し
ょ
う

農業委員会だより（３月号）

　

平
成
₂₆
年
₁₀
月
１
日
か
ら
、
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

予
防
接
種
が
定
期
接
種
に
な
り
、
今
年
度
対
象
と
な
る
人
に

は
９
月
末
に
郵
便
で
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。
接
種
期
間

は
平
成
₂₇
年
３
月
₃₁
日
ま
で
で
す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
期
間

内
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

１　

今
年
度
対
象
者

⑴ 

今
年
度
（
平
成
₂₆
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
₂₇
年
４
月
１
日

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
上
、
健
康

保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同

様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
₂₆
年
１
月
か
ら
₁₂
月
ま

で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や

追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、
配
偶
者
や
家
族

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、

そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
₂₆
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ

い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　

こ
の
た
め
、
平
成
₂₆
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
₃₀
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、 

₁₁
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

 

（
平
成
₂₆
年
₁₀
月
１
日
か
ら
₁₂
月
₃₁
日
ま
で
の
間
に
、
今
年

は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
へ
は
、
翌
年
の
２

月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

お
問
い
合
わ
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

☎
₂₂
・
５
４
４
０
（
代
表
）

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
実
施
に

つ
い
て

　

火
災
が
多
発
す
る
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減

少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
春
の
火
災
予
防
運
動
が
次
の
日
程
で
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

１ 　

実
施
期
間　

３
月
１
日
㈰
か
ら
３
月
７
日
㈯
ま
で
の
１

週
間

２ 　

全
国
統
一
防
火
標
語　

｢

も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま

で
は　

ま
あ
だ
だ
よ｣

３　

重
点
目
標

⑴
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

⑵ 

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

⑶ 

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

⑷ 

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た
取
組
の
推
進

⑸ 

多
数
の
観
客
等
が
参
加
す
る
行
事
に
対
す
る
火
災
予
防
指

導
等
の
徹
底

⑹ 

林
野
火
災
予
防
対
策
の
推

進
○ 

火
災
か
ら
大
切
な
家
族
と

財
産
を
守
る
た
め
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

※ 

平
成
₂₃
年
６
月
１
日
か
ら
、

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
で
の
間
に
）、
満
年
齢
で
₆₅
歳
、
₇₀
歳
、
₇₅
歳
、
₈₀
歳
、

₈₅
歳
、
₉₀
歳
、
₉₅
歳
、
１
０
０
歳
に
な
る
人

⑵
１
０
１
歳
以
上
の
人

⑶ 

₆₀
歳
以
上
₆₅
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器

の
機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害
を
有
す
る
人

２　

問
い
合
わ
せ
先　

保
健
福
祉
課　

☎
₄₂
・
０
７
０
８

Informationお し ら せ
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松
野
町
防
災
フ
ェ
ア
の
開
催
に
つ
い
て

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
啓
発
の
た
め
、
次
の
日
程
で

松
野
町
防
災
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
防
災
ポ
ス
タ
ー

や
防
災
用
品
の
展
示
の
ほ
か
、
地
震
体
験
車
や
は
し
ご
車
試

乗
な
ど
の
各
種
体
験
ブ
ー
ス
も
設
置
す
る
予
定
で
す
。
皆
さ

ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

１　

日　

時　

３
月
８
日
㈰　

９
時
₃₀
分
〜
₁₂
時
₃₀
分

２　

会　

場　

松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３　

内　

容

　

 

屋
内
：
応
急
手
当
訓
練
／
各
種
体
験
ブ
ー
ス
／
防
災
ポ
ス

タ
ー
、
防
災
用
品
等
の
展
示
／
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

　

 

屋
外
：
地
震
体
験
車
等
に
よ
る
災
害
体
験
／
消
火
体
験
／

緊
急
自
動
車
の
展
示
・
試
乗
／
炊
き
出
し
訓
練　

な
ど

※ 

終
了
後
餅
ま
き
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

治
療
と
仕
事
の
両
立
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
、
就

労
支
援
経
験
豊
富
な
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
対
応
し

ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
具
体
的
な
応
募
書
類
の
書
き
方
や
模

擬
面
接
の
指
導
な
ど
も
行
い
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１　

日
時　

３
月
₂₆
日
㈭　

₁₀
時
〜
₁₂
時
、
₁₃
時
〜
₁₅
時

※
4
月
以
降
は
毎
月
第
4
木
曜
日
に
開
催

２　

会
場　

市
立
宇
和
島
病
院
２
階
お
薬
相
談
室

３ 　

対
象　

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
、
が
ん
経
験
者
で
、
職

場
へ
の
復
帰
や
就
労
を
考
え
て
い
る
人

４　

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
宇
和
島
病
院
地
域
連
携
室

　

☎
₂₅
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
０
２
２
）

「
が
ん
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
た
め
の

就
労
支
援
相
談
」
の
実
施
に
つ
い
て

定
住
住
宅
建
築
奨
励
金
の
交
付
に
つ
い
て

　

松
野
町
で
は
、
定
住
の
促
進
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図

り
、
町
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

今
年
度
か
ら
「
定
住
住
宅
建
築
奨
励
金
」
制
度
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
転
入
後
３
年
以
内
ま
た
は
町
内

に
住
所
を
有
す
る
満
年
齢
₄₀
歳
未
満
の
人
で
、
夫
婦
又
は
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
２
人
以
上
の
世
帯
の
世
帯
主
が
住
宅

を
新
築
（
新
築
住
宅
を
購
入
）
し
た
場
合
に
、
奨
励
金
と
し

て
１
０
０
万
円
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
町
外
か
ら
の
転
入
者
に
対
し
、
制
度
ス
タ
ー

ト
第
１
号
と
し
て
奨

励
金
の
交
付
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
制

度
に
は
、
平
成
₃₁
年

３
月
₃₁
日
ま
で
の
期

限
が
あ
り
ま
す
。
制

度
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、企
画
振
興
課（
☎

₄₂
・
１
１
１
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

平
成
₂₇
年
度
　
な
な
い
ろ
キ
ッ
ズ（
児

童
ク
ラ
ブ
）入
会
申
込
に
つ
い
て

　

平
成
₂₇
年
４
月
か
ら
、
な
な
い
ろ
キ
ッ
ズ
の
利
用
を
希
望

す
る
人
は
、「
入
会
申
請
書
」
等
に
必
要
な
事
項
を
記
入
の
上
、

町
民
課
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。
入
会
関
係
書
類
は
、
町
民

課
に
あ
り
ま
す
。

１　

利
用
日
時　

平
成
₂₇
年
４
月
１
日
㈫
か
ら 

２ 　

利
用
対
象　

松
野
町
内
の
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
１

年
生
か
ら
お
お
む
ね
３
年
生
ま
で
の
児
童
（
４
年
生
〜
６

年
生
も
可
）

　

 

た
だ
し
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
の
理
由
に
よ
り
帰
宅
し
て

も
児
童
の
み
で
家
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
の
み
。

３ 　

実
施
場
所　

森
の
国
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
松
野
町
大

字
松
丸
９
４
１
番
地
）

予
備
自
衛
官
補
及
び
自
衛
隊
幹
部
候

補
生
の
募
集

　

次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

１ 　

予
備
自
衛
官
補
（
社
会
人
・
学
生
な
が
ら
、
有
事
の
際

は
予
備
自
衛
官
と
し
て
勤
務
）

⑴ 

応
募
資
格　

一
般
：
₁₈
歳
以
上
₃₄
歳
未
満

　
　
　
　
　
　

技
能
： 

₁₈
歳
以
上
₅₃
歳
未
満
で
国
家
資
格
等

保
有
者

⑵
試
験
日　

４
月
₁₁
日
㈯

⑶ 

試
験
場　

一
般
：
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地　

技
能
：
陸

上
自
衛
隊
善
通
寺
駐
屯
地

⑷
応
募
締
切　

３
月
₂₄
日
㈫

２ 　

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
大
学
卒
業
者
等
を
対
象
に
陸
・
海
・

空
幹
部
自
衛
官
を
育
成
）

⑴ 

応
募
資
格　

₂₀
歳
以
上
₂₆
歳
未
満
（
₂₂
歳
未
満
は
大
学
卒

業
者
又
は
見
込
者
）

⑵
試
験
日　

５
月
₁₆
日
㈯

⑶
試
験
場　

松
山
大
学
（
予
定
）

⑷
応
募
締
切　

５
月
１
日
㈮

３ 　

問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

　

☎
₂₃
・
５
４
３
１

４　

実
施
日
及
び
時
間

　
　

平
日
（
月
〜
金
）
放
課
後
開
始
か
ら
午
後
６
時

　
　

長
期
休
業
日
等
（
月
〜
金
）
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

５ 　

休
所
日　

土
・
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
（
₁₂
／
₂₉
〜

１
／
３
）・
お
盆
（
８
／
₁₃
〜
₁₆
）

６ 　

利
用
料　
　

児
童
１
人
に
つ
き
月
額
４
，
０
０
０
円
及

び
障
害
保
険
加
入
金

　

 （
東
小
学
校
区
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
別
途
送
迎
バ
ス
定
期

代
１
，
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。）

７ 　

申
込
締
切　

４
月
１
日
か
ら
利
用
希
望
の
場
合
は
、
３

月
６
日
㈮
ま
で

　

※
そ
れ
以
外
の
利
用
希
望
の
場
合
は
、
随
時
受
付
し
ま
す
。

８　

問
い
合
わ
せ
先　

町
民
課　

☎
₄₂
・
１
１
１
３

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ
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宇和島地区広域事務組合職員募集
　宇和島地区広域事務組合では、次の要領で臨時職員を募集します。勤務は週₃₉時間程度。社会保険に加入でボー
ナスの支給があります。

１　雇用期間
　　採用から２年間。ただし、介護福祉士、看護職員は１年後から嘱託職員への切替制度があります。
　　また、介護福祉士資格所得の意欲がある人は、２年後から嘱託職員への切替制度があります。
２　応募資格
　　①　介護職員 ＝ 資格などは必要ありません。
　　②　看護職員 ＝ 看護師または准看護師免許を持つ人
３　勤務地　宇和島市、南・北宇和郡内老人福祉施設
４　試　験　面接試験（日時は応募者に別途連絡）
５　応募要領　 市販の履歴書に写真を貼り、希望職種を記入し、資格の必要な職種は資格証の写しを添えて提出し

てください。※応募書類は返却しません。
６　受付期間　随時
７　提出先
　　〒₇₉₈－₈₆₀₁　宇和島市曙町１番地
　　宇和島地区広域事務組合管理課人事係　☎₂₂－₈₆₆₄

職種 人数 業務内容など 賃金（日額） 採用年月日

介護職員 ₁₅人
福祉施設の介護業務。週休２日制の

ローテーション勤務。夜間勤務あり。

介護福祉士資格 ₆,₉₅₀円

上記以外 ₆,₅₅₀円
４月１日

看護職員 ４人
福祉施設の看護業務。週休２日制の

ローテーション勤務。夜間勤務なし。

准看護師資格 ₈,₀₀₀円

看護師士資格 ₉,₀₀₀円

平成27年２月15日執行
松野町議会議員選挙結果

　松野町議会議員選挙は、平成₂₇年２月₁₅日に投票が行われ、即日開票されました。
　投・開票の結果は、次のとおりです。

【投票結果（投票区別投票率）】 【開票結果】※立候補届出順

区分
男
女
計

当日
有権者数 投票者数 率 区分

男
女
計

当日
有権者数 投票者数 率

第　１
松　丸

男 ₂₆₁ ₂₁₀ ₈₀.₄₆%
第　７
目　黒

男 ₁₃₆ ₁₂₃ ₉₀.₄₄%
女 ₃₀₄ ₂₅₂ ₈₂.₈₉% 女 ₁₅₉ ₁₅₁ ₉₄.₉₇%
計 ₅₆₅ ₄₆₂ ₈₁.₇₇% 計 ₂₉₅ ₂₇₄ ₉₂.₈₈%

第　２
延野々

男 ₂₃₅ ₁₈₉ ₈₀.₄₃%
第　８
吉　野

男 ₂₄₃ ₂₁₁ ₈₆.₈₃%
女 ₂₅₉ ₂₁₂ ₈₁.₈₅% 女 ₂₇₈ ₂₅₂ ₉₀.₆₅%
計 ₄₉₄ ₄₀₁ ₈₁.₁₇% 計 ₅₂₁ ₄₆₃ ₈₈.₈₇%

第　３
豊岡後

男 ₁₈₇ ₁₆₉ ₉₀.₃₇%
第　９
蕨　生

男 ₁₄₄ ₁₂₅ ₈₆.₈₁%
女 ₂₁₉ ₁₉₅ ₈₉.₀₄% 女 ₁₅₉ ₁₃₉ ₈₇.₄₂%
計 ₄₀₆ ₃₆₄ ₈₉.₆₆% 計 ₃₀₃ ₂₆₄ ₈₇.₁₃%

第　４
豊岡前

男 ₂₄₆ ₁₈₇ ₇₆.₀₂%
第　₁₀
奥野川

男 ₉₉ ₈₅ ₈₅.₈₆%
女 ₂₈₅ ₁₈₉ ₆₆.₃₂% 女 ₁₁₂ ₉₆ ₈₅.₇₁%
計 ₅₃₁ ₃₇₆ ₇₀.₈₁% 計 ₂₁₁ ₁₈₁ ₈₅.₇₈%

第　５
富　岡

男 ₁₁₁ ₉₇ ₈₇.₃₉%
計

男 ₁,₆₈₉ ₁,₄₁₆ ₈₃.₈₄%
女 ₁₃₃ ₁₀₉ ₈₁.₉₅% 女 ₁,₉₃₃ ₁,₆₁₇ ₈₃.₆₅%
計 ₂₄₄ ₂₀₆ ₈₄.₄₃% 計 ₃,₆₂₂ ₃,₀₃₃ ₈₃.₇₄%

第　６
上家地

男 ₂₇ ₂₀ ₇₄.₀₇%
女 ₂₅ ₂₂ ₈₈.₀₀%
計 ₅₂ ₄₂ ₈₀.₇₇%

当落の別 候補者氏名 得票数等

当　選 村尾　重利 ₃₃₆

当　選 土居　一誠 ₃₆₄

当　選 板尾　喜雄 ₄₅₃

当　選 加藤　康幸 ₃₆₅

当　選 堀口　計敬 ₃₉₅

当　選 赤松　紀幸 ₄₂₇

当　選 森岡　健治 ₄₀₂

関本　　豊 ₂₆₁

有効投票 ₃,₀₀₃

無効投票 ₃₀

投票総数 ₃,₀₃₃

Informationお し ら せ
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森の国松野町景観条例の制定について
　平成₂₆年₁₂月定例議会で「森の国松野町景観条例」が制定されました。この条例は、良好な景観の形成に関する
基本的な事項及び景観法の施行に関し必要な事項を定めることにより、森の国松野町らしい良好な景観の形成を、町、
町民と事業者が協働して推進し、潤いある豊かな生活環境の創造と個性的で活力ある地域社会の実現に資すること
を目的としています。
　本条例は平成₂₇年４月１日から施行され、一定以上の規模の行為をおこなう場合は届出が必要となり、届出対象
行為については規制が設けられます。

【届出対象行為】
　下表の行為について規模が右欄を超えるものは届出が必要となります。

○景観計画区域内（町内全域）

○景観重点区域（今後段階的に指定）

届出を要する行為の内容 規　　　　　　　　　模
建築物の新築、増築、改築 建築面積₂₀₀㎡又は高さが₁₀ｍを超えるもの
建築物の外観を変更する修繕、模様替え又は色彩の変更 建築面積₂₀₀㎡又は高さが₁₀ｍを超えるもの
工作物の新設、増設、改築 高さ₁₀ｍを超えるもの又は建築面積₁,₀₀₀㎡以上のもの
工作物の外観を変更する修繕、模様替え又は色彩の変更 高さ₁₀ｍを超えるもの又は建築面積₁,₀₀₀㎡以上のもの
土石の採取、鉱物の掘採その他土地の形質の変更及び屋外に
おける物品の集積又は貯蔵

屋外における土石、廃棄物、再生資源、その他の物件の堆積
にあっては、規模が₁,₀₀₀㎡又は高さ３ｍを超えるもの

届出を要する行為の内容 規　　　　　　　　　模
建築物の新築、増築、改築 建築面積₁₀₀㎡又は高さが₁₀ｍを超えるもの
建築物の外観を変更する修繕、模様替え又は色彩の変更 建築面積₁₀₀㎡又は高さが₁₀ｍを超えるもの
工作物の新設、増設、改築 高さ₁.₅ｍを超えるもの又は建築面積₁₀㎡以上のもの
工作物の外観を変更する修繕、模様替え又は色彩の変更 高さ₁.₅ｍを超えるもの又は建築面積₁₀㎡以上のもの
土石の採取、鉱物の掘採その他土地の形質の変更及び屋外に
おける物品の集積又は貯蔵

屋外における土石、廃棄物、再生資源、その他の物件の堆積
にあっては、規模が₁₀₀㎡又は高さ３ｍを超えるもの

【行為の規制】
　下表の行為について各種制限が適用されます。

○景観計画区域内（町内全域）

○景観重点区域（今後段階的に指定）

届出を要する行為の内容 規　　　　　　　　　模
建築物の新築、増築、改築
外観を変更する修繕、模様替え
又は色彩の変更

①高さ　原則として₁₃ｍまでとする。（公共施設を除く。）
②色彩　鮮やかな原色は避け、周辺の景観に調和するものとする。
　　　　太陽光発電設備を設置する場合は屋根の色と調和のとれた色彩とする。
③外観　屋根の形状は傾斜屋根とする。
　　　　 地域の景観を特徴づける素材、その他これに類する自然素材の活用に努めるものとする。

工作物の新設、増設、改装
外観を変更する修繕、模様替え
又は色彩の変更

①高さ　稜線を分断しないように₁₃ｍ以下となるよう工夫する。
②色彩　 鮮やかな原色、蛍光色は避け、周辺の景観と調和するよう奇抜なものは避ける。

土石の採取、鉱物の掘採その他
土地の形質の変更及び屋外にお
ける物品の集積又は貯蔵

　・周辺景観及び環境に配慮し修景措置や緑化措置を講じること。
　・擁壁等の構造物を設ける場合は最小限にする。
　・造成に関わる切土及び盛土の量はできるだけ少なくする。

竹木の伐採 　・周辺景観への影響に配慮し、伐採は持続可能を前提としたものとする。伐採を行った場
　　合は緑化に努める。

堆積 　・露出を避け容易に見えない措置を講じる。

届出を要する行為の内容 規　　　　　　　　　模
建築物の新築、増築、改築
外観を変更する修繕、模様替え
又は色彩の変更

①高さ　原則として二階建て（₁₀ｍ）までとする。（公共施設を除く。）
②色彩　 自然色を基調とし、鮮やかな原色は避け、周辺の景観に調和するものとする。
③外観　屋根の形状は傾斜屋根とする。
　　　　 地域の景観を特徴づける素材、その他これに類する自然素材の活用に努めるもの

とする。屋根は原則として瓦とする。
工作物の新設、増設、改装
外観を変更する修繕、模様替え
又は色彩の変更

①高さ　₁₃ｍを超えない。
②色彩　マンセル値₁₀未満
　　　　周辺の景観と調和するよう奇抜なものは避ける。
③外観　 自然素材を可能な限り使用し、それによりがたい場合は形状、素材感の工夫をする。
　　　　道路に面する部分は、花壇等を設置するなど植栽に努める。

土石の採取、鉱物の掘採その他
土地の形質の変更及び屋外にお
ける物品の集積又は貯蔵

　・周辺景観及び環境に配慮し、芝、低木、中高木の植栽等必要な修景措置や緑化措置を講じること。
　・擁壁等の構造物を設ける場合は最小限にする。
　・造成に関わる切土及び盛土の量はできるだけ少なくする。

竹木の伐採 　・周辺景観への影響に配慮し、伐採は持続可能を前提としたものとする。伐採を行った場
　　合は、その周辺環境が良好に維持できるよう、地域の植生にあった緑化措置を講じるよ
　　うに努める。また、その適正な管理に努める。

堆積 　・優れた景観を保全する必要な地域にあっては、その保全に配慮した堆積とする。

問い合わせ先　企画振興課　☎₄₂－₁₁₁₆

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ
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３月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 日 三世代交流ゲートボール大会 当鎌野病院☎₂₄︲₆₆₁₁
当わたなべハートクリニック☎₂₅︲₁₇₁₇

当山下小児科☎₂₃︲₀₀₅₅
当あべ医院☎₃₂︲₂₆₁₆

２ 月 可葛川以外町内全域

３ 火 不豊岡 ･ 延野々 ･ 富岡 ･ 目黒 ･ 上家地

４ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･ 延野々 ･ 富岡 ･ 目黒 ･ 上家地

５ 木 不松丸 ･ 吉野 ･ 蕨生 ･ 奥野川

６ 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･ 吉野 ･ 蕨生 ･ 奥野川

７ 土 森の国さくらの会植樹会
予土交流球技大会（ゴルフ）

８ 日 松野町防災フェア 当友松外科・胃腸科☎₂₂︲₀₄₁₀
当沖循環器内科医院☎₂₅︲₃₃₃₅

当こばやし小児科☎₂₃︲₁₁₅₀
当水谷医院☎₅₂︲₀₁₄₄

９ 月 可葛川以外町内全域

₁₀ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

₁₁ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

₁₂ 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₁₃ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₁₄ 土

₁₅ 日 松野町の医療を考える講演会 当河野整形外科クリニック☎₂₂︲₁₈₂₂
当くきた内科クリニック☎₂₆︲₂₂₆₀

当こおり小児科☎₂₄︲₅₆₃₃
当橋本内科クリニック☎₅₂︲₀₈₀₈

₁₆ 月 可葛川以外町内全域

₁₇ 火 松野中学校卒業式 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

₁₈ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･ 延野々 ･ 富岡 ･ 目黒

₁₉ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

₂₀ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₂₁ 土 当林整形外科クリニック☎₂₃︲₀₀₀₇
当吉田内科泌尿器科医院☎₂₅︲₁₃₃₀

当上田小児科・外科☎₂₅︲₀₁₀₀
当市立津島病院☎₃₂︲₂₀₁₁

₂₂ 日 景観シンポジウム
まつの座布団落語

当善家外科脳神経外科☎₂₂︲₁₄₈₄
当木村内科医院☎₂₄︲₀₀₃₀

当やくしじこどもクリニック☎₂₄︲₁₃₈₆
当町立北宇和病院☎₄₅︲₁₂₂₁

₂₃ 月 可葛川以外町内全域

₂₄ 火 町内小学校卒業式 不豊岡・延野々・富岡・目黒

₂₅ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

₂₆ 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₂₇ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₂₈ 土 町内保育園卒園式

₂₉ 日 当加藤整形外科☎₂₂︲₇₁₁₁
当松浦内科医院☎₂₃︲₁₁₂₂

当山下小児科☎₂₃︲₀₀₅₅
当溜尾整形外科☎₅₂︲₃₁₃₃

₃₀ 月 可葛川以外町内全域

₃₁ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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